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大量リサイクルから2R優先へ
役割の見直しと新しい主体間連携
容器包装リサイクル法改正に向けての
市民案（第１次案）学習会用資料

2012年7月11日
容器包装の3Rを進める全国ネットワーク

1

はじめに
2011年8月31日、全国から 394,165 筆が提出された「容器包
装リサイクル法の見直しを求める請願」は、衆議院と参議院で
採択されました。
<請願項目>

① 容器包装リサイクル法の役割分担を見直し、分別収集・
選別保管の費用負担のあり方を検討する。

② リデュース、リユースを促進するため、様々な課題への
対応について検討する。

③ 製品プラスチックのリサイクルを進める仕組みのあり方
について検討する。

容器包装の3Rを進める全国ネットワークでは、2Rの循環社会
をめざした「市民案」を提案しました。大ぜいの市民で次のしく
みを考え、提案し、働きかけしていきましょう。
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＜学習会の内容＞

学習会の内容は、以下の3部構成です。

第１部 容リ法の基礎を学ぼう
第２部 現在の問題点を知ろう
第３部 新しい容リ法の仕組みを考えよう

ポイントは、リサイクル費用のほとんどが税金。そのためリサイ
クルだけが進み、2Rが進まない。税金によるリサイクルをやめ
て、商品価格に内部化することで、事業者の責任が明確にな
り、消費者は費用負担を自覚することで2R優先の意識が向上
し、2Rに配慮された商品が増え、2R優先の循環社会が実現。
環境保全と資源節約が進みます。

上記の考えを基本にした、新しい容リ法の役割分担や具体的
な仕組みを考えていきます。

3

＜第１部＞
容リ法の基礎を学ぼう

日本容器包装リサイクル協会のホームページ「容リ法って何だろう」より
http://www.jcpra.or.jp/summary/index.html
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①容リ法は、なぜできたの？
容器包装リサイクル法とは、家庭から出るごみの約6割（容積比）を占める容器包装廃棄物のリサイクル制度
をつくることにより、ごみを減らし、資源を有効に利用するためにつくられた法律です。1995年（平成7年）制
定、1997年（平成9年）一部（ガラス、ペット）実施、2000年（平成12年）本格実施（プラ、紙）

5出典:日本容器包装リサイクル協会

②容器包装ってなに？
容リ法が対象としている「容器」「包装」とは、商品を入れたり包んだりしているもので、中身を出したり使ったり
すると不要になるものです。
その種類は、ガラスびん、PETボトル、紙製容器包装、プラスチック製容器包装、アルミ缶、スチール缶、紙
パック、段ボールです。ただし、アルミ缶、スチール缶、紙パック、段ボールは、容リ法ができる以前から市町
村が収集した段階で、有価で販売されリサイクルされているため、企業にリサイクルする義務はありません。

6出典:日本容器包装リサイクル協会
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③容リ法での役割分担

7出典:日本容器包装リサイクル協会

④-1.ガラスびんリサイクルの流れ

8出典:日本容器包装リサイクル協会
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④-2.PETボトルリサイクルの流れ

9出典:日本容器包装リサイクル協会

④-3.紙製容器包装リサイクルの流れ

10出典:日本容器包装リサイクル協会
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④-4.プラスチック製容器包装リサイクルの流れ

11出典:日本容器包装リサイクル協会

⑤-1.リサイクル工場見学

12出典:日本容器包装リサイクル協会
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⑤-2.リサイクル工場見学

13出典:日本容器包装リサイクル協会

⑤-3.リサイクル工場見学

14出典:日本容器包装リサイクル協会
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⑤-4.リサイクル工場見学

15出典:日本容器包装リサイクル協会

⑤-5.リサイクル工場見学

16出典:日本容器包装リサイクル協会
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⑥.どんな製品に生まれかわるの？

17出典:日本容器包装リサイクル協会

⑦-1.容リ法ができて変わったことは？？

18出典:日本容器包装リサイクル協会
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⑦-2.容リ法ができて変わったことは？？

19出典:日本容器包装リサイクル協会

⑦-3.容リ法ができて変わったことは？？

20出典:日本容器包装リサイクル協会
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⑦-4.容リ法ができて変わったことは？？

21出典:日本容器包装リサイクル協会

＜第２部＞
現在の問題点を知ろう
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23ごみ排出量グラフの出典:日本容器包装リサイクル協会
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①ごみが減った主な理由は、経済状況の変化
市町村の容器包装の分別収集量グラフを、上部に表示。分別収集量の増加が、ごみ量全体
の減少の主な理由とは言えない。経済状況の変化の要因が大きいのではないか。

24埋立処分量グラフの出典:日本容器包装リサイクル協会
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②埋立処分地延命の主な理由は、市町村の中間処理
市町村の容器包装の分別収集量グラフを、上部に表示（青が再商品化義務品目、赤が市町村
独自処理品目）。埋立量減少の主な理由は、容器包装リサイクルではないことがわかります。減
少の主な理由は、市町村の中間処理（粗大ゴミや焼却灰）でのリサイクルです。
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リデュースの数値目標達成状況（平成16年度比平成22年度実績）

ガラスびん 1本当りの平均重量を1.7％軽量化

PETボトル 主なサイズ・用途計15種のうち13種で、0.2～1.9％軽量化
紙製容器包装 6.7％削減
プラスチック
製容器包装

9.8％削減

スチール缶 1缶あたりの平均重量を4.1％軽量化
アルミ缶 1缶あたりの平均重量を2.5％軽量化

飲料用紙容器 現状維持

段ボール 1平方メートル当たりの平均重量で、1.8％軽量化
資料：3R団体連絡会2010年度フォローアップ報告

25出典:日本容器包装リサイクル協会

③個別の容器は薄く、軽くなったけど、使い捨て容器は増加

④リユースびんが絶滅寸前。リユースが後退している。

26出典:日本ガラスびんリサイクル促進協議会HPより

リユースびん用途別本数
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27出典:国税庁

28分別収集量グラフの出典:日本容器包装リサイクル協会

⑤消費者の使い捨て意識が定着したまま。

市町村の分別収集は増加しましたが…
• リサイクルの意識は向上しましたが、2Rの優先意識は育っていません。
• 使い捨て容器が増加し続けています。
• 消費者の使い捨てのライフスタイルが定着したままではないでしょうか。
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⑥-1.リサイクル費用の86％が税金負担だから、リサイクルだけ
が優先されて、このままでは2R優先の循環社会は実現しな
い。

市町村の分別収集費用：

3,056億円（平成17年度）
• 分別収集に1,714億円
• 選別・保管に1,342億円
（参考）埋立処分費用は、トン当り2万円。平
成17年度の再商品化量180万トンでは、360
億円。

事業者の再商品化費用：

482億円（平成17年度）
参照文献：2007年11月発行「都市清掃」掲載論文、田崎智
宏著「ごみ減量・再資源化に係る廃棄物処理費用の現状と
課題」

29
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30出典:日本容器包装リサイクル協会
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品目別のリサイクル費用単価
・青：分別収集単価 ・赤：再商品化単価

・分別収集費用単価は以下を参照
参照文献：2007年11月発行「都市清掃」掲載論文、
田崎智宏著「ごみ減量・再資源化に係る廃棄物処理
費用の現状と課題」
・再商品化単価は、容リ協会HPより

31
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ガラス プラスチック 紙

品目別リサイクル費用単価（万円）

分別収集単価 再商品化単価

ガラス 9 0.39
プラスチック 19.2 4.9
紙 9 1.2
＊分別収集費用は平成19年度

＊再商品化単価は平成24年度

1本当りのリサイクル費用（平成14年度廃棄物会計より）
市町村の分別収集費用（上）と事業者の再商品化費用（下）

32

ﾘﾕｰｽびん：30円、 ＰＥＴボトル：0.3円、 ガラス：2円、 缶：0円、プ ラ：1.5円

分
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再
商
品
化
費
用

出典: びん再使用ネットワーク、廃棄物会計調査報告書2005年3月発行
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再商品化実施委託単価

33出典:日本容器包装リサイクル協会

⑥-2.リデュース（発生抑制）が進まない経済的な理由

1. リサイクル費用の内、2割しか事業者が負担してい
ないからです。

2. 容器の薄肉化、無包装販売、詰替容器の開発や販
売には一定の投資が必要ですが、税金でリサイク
ル費用を負担しているので、投資効果が生まれにく
くなっています。

3. 現在の2割負担から10割負担になれば、発生抑制
の製品を開発・販売する投資効果が、論理的には5
倍になります。

4. リサイクル費用を商品価格に内部化されると、発生
抑制した製品の価格が相対的に安くなり、環境と経
済の好循環が実現できます。

34
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⑥-3.リユース（再使用）が減少した経済的な理由
1. リサイクルびんは、市町村が税金で回収しますが、リユー
スびんは事業者が自分の責任で自主回収します。リユース
の回収費用は商品価格に内部化され、価格が高くなりま
す。

2. 回収費用が内部化していないリサイクル商品と内部化され
ているリユース商品では、相対的にリサイクル商品が安く
なります。

3. リサイクルは分別収集で便利なのに、リユース返却はお店
に返却しなくてはいけないので面倒と消費者は考え、お店
も返却対応は人件費がかかるのでやりたがらない。

4. リサイクルびんにリサイクル費用が内部化されると、相対
的にリユースびん価格が安くなり、競争力が強くなります。
環境と経済の好循環が実現できます。

5. 消費者は、財布と環境のことを考えてリユースを選ぶよう
になります。

35

出典：総務省「容器包装のリサイクルの促進に関する政策評価書」（平成15年１月28日）
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出典：総務省「容器包装のリサイクルの促進に関する政策評価書」（平成15年１月28日）

⑦.リサイクルでの問題点

1. 市町村が分別収集しないと、事業者の再商品化義務
が発生しません。

2. 二重選別でダブルコストが発生しています。
特にプラスチックの選別では、市町村が分別収集後、一次選別して再商品化事
業者に引き取られますが、再商品化事業者で更に選別が行われています。

3. プラスチックリサイクルでは石炭を代替。
多くのプラスチックのケミカルリサイクルでは、石炭の替りにプラスチックが利用
されています。資源枯渇が心配される「石油」を原料で作られたプラスチック
を、石炭の代替するのは、今後の資源枯渇の問題解決にならない。

4. 容器to容器のリサイクルが少ないので、資源投入量が
減りません。

5. 紙製容器包装リサイクルが進んでいません。

38
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＜第3部＞
新しい容リ法の仕組みを考えよう

39

市民案の基本となる考え方

1. すべての容器包装は、３Ｒが配慮されて設
計され、使用後はリユースまたはリサイク
ルされることを原則とする。

2. 特定事業者は、自ら自主回収するか、市町
村の分別収集費用を負担する。（拡大生産
者責任を徹底して2R商品の拡大）

3. 分別収集費用を含めリサイクル費用を製品
価格に内部化することで、消費者がリサイ
クル費用を負担する。費用負担が納税者か
ら消費者に移る。（受益者負担原則による
2R意識の向上）

40



2012/7/10

21

4. 分別収集後の一次選別と保管を市町村から
事業者の役割にする。

5. アルミ缶、スチール缶、段ボール、紙パッ
クも、事業者が分別収集費用を負担する。
(有償販売額と相殺)

6. 紙製容器包装は「雑がみ」として収集し、
事業者が分別収集費用を負担する。(有償販
売額と相殺)

7. 市町村は、分別収集の効率化に務め、廃棄
物会計を公開する。

8. 事業者は、集団回収、店頭回収、自主回収
など、市町村の回収費以外の分別収集の拡
大に努める。

41

9. 容器to容器や、素材別選別を優先する
など、リサイクルの質の向上を図る。

10. 市町村は、学校給食でリユースびん牛
乳を普及させ、教育現場での2R優先を
実践する。市民へ2R意識向上の啓発に
努める。

11. 小売業者は、リユース商品の優先的取
り扱い、容器引取り、2R商品の販売促
進、消費者啓発をする。

12. レジ袋は有料で販売する。

42
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13.国は、2R商品ガイドライン、リユース容
器の規格統一ガイドラインなど、3Rシス
テムを整備し、管理監督をする。

14.国はリサイクル率目標を設定し、指導監
督する。

15.国は分別収集費用の標準費用を設定す
る。

16.国や自治体は、公共施設での2R商品を優
先して使用する。

43

＜リサイクル収集を有料化する提案の問題点＞

リサイクル収集を有料化することで、排出を抑制すると
いう（後払いの方法）提案が、一部の事業者団体からあ
りますが、次の理由から適切ではありません。

• リサイクル分別せずに不燃ごみ、または燃えるごみに
入れてしまうことが懸念されます。

• 不法投棄、散乱ごみにつながり易くなります。
• 製品を製造する事業者に直接シグナルが届かず、製
品設計の３R配慮に結びつきません。

• 分別収集を有料化しても、ごみ有料化と同様、リサイ
クル費用の全額を徴収できないので、多くの税金負担
が残ります。

44
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あなたの町で調べてみよう
① あなたの町のリサイクルを調べましょう。
② あなたの町の廃棄物会計を調べましょう。
③ 学校給食の牛乳容器について調べましょう。
④ 学校での3R教育について調べましょう。
⑤ スーパー、コンビニでのレジ袋について調べましょ
う。

⑥ 集団回収、店頭回収について調べましょう。
⑦ リユースびんの取り扱いについて調べましょう。

⑧ 減装ショッピングや買い物ルールについて調べましょ
う。

⇒調べてみて、もう一度「第１次市民案」を検討いただ
き、ご意見をお寄せください。お寄せいただいたご意見
は、2012年12月に発表予定の「第２次案」に反映しま
す。 45

ご静聴ありがとうございました
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以下、資料データ

47

輸送距離を変更した場合のCO2排出量試算結果

48出典:LCA手法による容器間比較報告書
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レジ袋の辞退率推移

49出典:日本チェーンストア協会HPより

店頭回収量の推移

50出典:日本チェーンストア協会HPより


